
病院概要＆研修医プログラムのご紹介

市立長浜病院
「人中心の医療」で地域に応える ぬくもりのケアをめざして





■市立長浜病院の概要

◇日本医療機能評価機構認定病院

◇臨床研修指定病院

◇地域がん診療連携拠点病院

◇救急告示病院

◇地域医療支援病院

565床
・一般病棟 461床

・療養病棟 52床

・回復期リハビリテーション病棟 52床



■診療科

血液内科

腎臓代謝内科

ﾘｳﾏﾁ･膠原病内科

呼吸器内科

循環器内科

消化器内科

神経内科

腫瘍内科

救急科

外科

脳神経外科

整形外科

形成外科

心臓血管外科

呼吸器外科

歯科

歯科口腔外科

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科

泌尿器科

皮膚科

小児科

産婦人科

眼科

耳鼻咽喉科

麻酔科

放射線科

病理診断科



■地域がん診療連携拠点病院として診察機能を強化

医療機関との連携を推
進し、地域のがん医療水
準向上に努めています。

手術・放射線治療・化
学療法における専門的な
がん医療を安全かつ効果
的に組み合わせた集学的
治療や、早期からの緩和
ケアの提供、がん患者･
家族等に対する相談支援
などを推進しています。



■豊富な実績と高度な医療機器で質の高い医療を提供

湖北地域で年々増加し
ている心筋梗塞や大動脈
解離、脳血管障害等の動
脈硬化疾患に迅速に対応
するため、フラットパネ
ルディテクタ でのＸ線
撮影室、８０列マルチス
ライスＣＴ、ＭＲＩ、最
新鋭の心血管・脳血管撮
影装置など高度な医療設
備を集約して急性期医療
に対応しています。



■市立長浜病院ならではのこと

人想いの病院であ
ること
人中心の医療を根幹に、患者さ
んや家族の気持ちに寄り添い、
ホスピタリティあふれる療養環
境を整えています。

病室にはクラシックが流れ、院
内コンサートも定期的に開催す
るなど患者さんや家族に安らぎ

の時間を届けています。

地域連携を熱意で
つなぐ
地域の中核病院として地域医療
機関・福祉関連施設との医療・
福祉の連携の充実、看護の継続
的な連携を強化するなど、地域
の皆様と密に連携することによ
り患者さんに信頼され、安心で
きる医療の提供に取り組んでい
ます。



◇人員

・令和３年度 ８人（１年目４人、２年目４人）

・令和４年度 １１人（１年目７人（内１人たすきがけ）、２年目４人）

・令和５年度 １２人（１年目６人、２年目６人）

・令和６年度 １３人（１年目７人（内１人たすきがけ） 、２年目６人）

・令和７年度 １２人（１年目６人、２年目６人）

◇出身大学

滋賀医科大学、京都大学、大阪医科薬科大学、藤田医科大学、
山口大学、産業医科大学、信州大学、岩手医科大学、

高知大学、三重大学、福井大学、岐阜大学、大分大学、

金沢医科大学、島根大学

■研修医
全国から大歓迎



・ｽｷﾙｱｯﾌﾟﾐﾆ講座

・朝食勉強会、救急ﾐﾆ講座

・CPC（剖検報告）

・臨床研修症例報告会

・基本的臨床能力評価試験

・生涯教育研修会

・医療安全セミナー

・院内感染防止対策セミナーほか

■研修等

（いろんな科の医師から学べるスキルアップミニ講座）

（臨床研修症例報告会）



■初期研修プログラム

＜１年目＞

内 科
２４週

※救急１２週
（４週まで
麻酔科可）

外科
４週

小児科
４週

産婦
人科
４週

精神科
４週

地域
医療
４週

選択科目
４８週

※ 外科、小児科、産婦人科、精神科、地域医療は８週以上が望ましい
一般外来4週以上を含む（８週以上が望ましい）

救急については1年目の5月から2年目の年度末の期間、月4回程度の頻度により行います。

＜２年目＞

今年もどんな研修医の
先生とお会いできるのか楽
しみにしています。（研修
プログラム責任者）
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■研修の特徴
◇その１

救急医療と全人的なプライマリケ
アを重視した初期研修

◇その２
・最長４８週の選択科目では、研修
医の自主性を尊重した自主プログ
ラミングによる研修が可能

・プログラム変更も、希望に応じて
柔軟に対応

◇その３
内科研修は、循環器、腎臓代謝、

リウマチ、神経、呼吸器、消化器、
循環器の各内科専門領域を内科全般
のプライマリケアが修得しやすいよ
うに配慮



■研修医の当直①（救急体制）

◇医療計画上の位置づけ

二次救急
◇当直体制
内科系１人 外科系１人
※ICU当直（麻酔科・心臓血管外科） SCU当直（脳神経外科）は別体制

◇当直時間
日 直 ８：３０～１７：１５
宿 直 １７：１５～翌８：３０

◇救急外来患者数

１０，２２２人（２８．０人／日） 【令和６年度】

◇救急車搬送台数

３，０７８台（８．４台／日） 【令和６年度】



■研修医の当直②（救急体制）
◇研修医当直体制
＜１年目＞
５月から、副直として

当直医（指導医or上級医）
と共に救急診療にあたる。

＜２年目＞
基本的にファーストコールは研修医が入り、１

人で診察することになるが、重症患者等、自分で
判断できない患者が来た場合については、当直医
（指導医上級医）が責任をもってフォローアップ
する。
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4月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 １月 ２月 ３月

１年
目

呼吸器内科
（救急含む）

循環器内科
（救急含む）

神経内科
（救急含む）

腎臓内科・内分泌内科
（救急含む）

２年
目

血液内科・膠原病リウ
マチ内科

消化器内科 総合内科・不足症例補完

３年
目

連携施設（不足症例補完等）
長浜市立湖北病院（６ヶ月）／彦根市立病院６ヶ月

そのほかプログラム（安全管理セミナー・感染セミナーの年２回の受講、CPCの受講）

連携
施設
での
研修

連携施設の規模や指導体制、地域中核病院、終末期医療などの位置付けと研修医の希望に
合わせ、研修プログラムを選択します。基本は、当院で経験のできない疾患の実地診療の
経験を積み、外来診療の経験を積んでいただきます。希望と条件が合えば、２年目に連携
病院で研修を受けていただくことも可能です。

■市立長浜病院内科専門プログラム

研修期間：３年間（基幹施設２年間＋連携施設１年間）

＜標準コース＞

初期研修後
も安心
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修学等に必要な資金を貸付することにより、医師を確保し、
医療体制の充実を図るため、当院独自の『臨床研修医等確
保奨学金制度』を設けています。

◇金額
月額５万円・１０万円・１５万円の
３コースから選択

◇対象者
大学に在学する４年生以上の方

◇免除
当院に一定の期間勤務された場合は、
奨学金の返還は免除されます。

研修医を応援
します

■研修医奨学金制度



■待遇
◇給与（令和6年度実績）
１年次 324,330円／月 + 賞与等各種手当、家賃負担含む

年収 5,600,000円程度

２年次 373,578円／月 + 賞与等各種手当、家賃負担含む

年収 7,800,000円程度

宿舎あります
（民間アパート借上）

・徒歩数分の物件が中心
・駐車場１台分基本完備
・月額1.3万～、２ＬＤＫで月
額２万円（実勢６～７万円）

院内保育・病児保育
あります
・２か月～４歳児まで（院内保育）
・小学生入学前まで（病児保育）
・保育料月額15,000円
・出退勤時の送迎にも便利

・研修医室：有
・院内にコンビニ・弁当
販売：有
・今日の臨床サポート
全額補助

◇福利厚生

子育て中
でも安心し
て働けるね



当直室も男女別

で嬉しい!!

◇当直室 シャワー、トイレあり

◇医局

◇女性用ラウンジ

◇男性用ラウンジ

■医局

平成27年に、脳血管･心臓血管
疾患等の高度治療への対応、救
急機能の集約、医師の勤務環境
の改善を目的に診療支援棟を開
設しました。



・滋賀県最北の市
・北は福井県、東は岐阜県に接する
・中央に湖北平野
周囲は伊吹山系と琵琶湖に囲まれる

・京都市、名古屋市から60km圏域
大阪市から100km圏域

・主な史跡
長浜城 小谷城跡
賤ヶ岳古戦場 姉川古戦場

■長浜市の概要

京都駅から20分
名古屋駅から25分

～新幹線で最寄駅（JR米原駅）まで～



◇北近江・ながはま 「戦国の聖地」

・戦国時代、「姉川の合戦」、「賤ヶ岳の合戦」など、戦
乱の舞台となる。

・織田信長、豊臣秀吉、浅井長政、石田三成など、名
だたる戦国武将が、志を胸に時代を駆け抜ける。

・波乱の人生を力強く生き抜いた「浅井三姉妹」が幼
少期を過ごした小谷城跡

～大河ドラマや戦国ドラマの舞台～

◇町衆文化「曳山まつり」

平成28年12月に登録

「ユネスコ無形文化遺産」

■近江を制するものは天下を制する



琵琶湖･長浜

市立長浜病院へ ぜひとも見学にお越しください。

見学旅費を支給します
交通費 5,000円 宿泊費 5,000円

春の盆梅 花火の夏 紅葉の鶏足寺 雪の琵琶湖

検索 市立長浜病院 研修医


